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cプロ相だより）
プログラム相談員自己紹介

担当窓口：吹田

担当曜日：月曜日 (10:00~12:00) 

やまい なりよし

山井成良

yama i @cc. okayamaーu.ac.jp 

岡山大学

総合情報処理センター・助教授

（自己紹介）

岡山大学総合情報処理センターの山井です。

大型計算機センターを離れてから早くも半年が経過しようとしています。この半年の間、

汎用機の更新や、センター長をはじめとする人事異動により、センタ ーは大きく様変わり

しました。特に、全国の大型計算機センターに先駆けて従来の汎用機を廃止したため、私

を含めて利用者の方々の中には戸惑いを感じている方も多くおられると思います。

しかし、汎用機は非常に高い能力を持っており、うまく使えばスーパーコンピュータ以

上の働きをします。私自身も、大型計算機センター在職時から非常に典味を持っているシ

ステムですので、皆さんとともにより良い使い方を発見していきたいと思っております。

本年度も、微力ながら皆様にお役に立てれば幸いです。
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担当窓口：吹田

担当曜日：月曜日 (13:00~15:0Q)

さいとう けんいち

齋藤賢一

saitou@mech.eng.osaka-u.ac.jp 

大阪大学大学院

工学研究科機械物理工学専攻• 助手

（自己紹介）

皆さん、こんにちは。プログラム相談員を担当します、齋藤です。本年もよろしくお願いいたします。

私は、機械工学分野において必要な固体や流体の数値シミュレーションの研究・教育を行っております。

当該分野では計算機の能力発展に寄せる期待にはとても大きいものがあると認識しています。いままで、

計算規模の制限という足かせをモデル化により回避しつつ、頭の中での推測をプラスして理解していた現

象を、超大規模なシミュレーションを行うことによって直接的に把握することが可能になりつつあります。

話は変わりますが、いつも＂計算機って進化するものなのだな＂と思います。大陸間弾道弾を正確に敵

地に到達させるために真空管を光らせながら計算していた頃から数十年が経つうちに、分子や原子の運動

を把握し生命現象を理解すること、または、自然界にない新しい機能を持つ材料や機構を発明すること、

等々に利用できる魔法の箱へ変わってきました。また、利用形態も変化し、ネットワーク化により＂いつ

でもどこでも誰でも手軽に＂が可能になりました。ダーウインもびっくりのスピード進化です。それらの

変化をもたらした一番大きなものは、計算機のダウンサイジングによる普及度と簡単度のアップではない

でしょうか。計算機を理性ある多くの人が使ってきたことによって、その正しい使い方が取捨選択されて

きた（進化してきた）わけです。

大型計算機センターは、計算機のリプレースを重ねながら世界でも指折りの強力なマシンが常に導入さ

れており、同時に、システムもたぐい稀なる素晴らしいものに進化してきています。でも、多くの人が使

わないとその計算機はただの箱、一歩誤るととても危険な箱になりかねません（退化します）。

プログラム相談は、いろいろな目的を持つ、たくさんの人が計算機を使う際に、できるだけ使いやすい

ように（私の場合 『僅かながらの』）助言をする役割を担っています。いろいろな御質問・御意見をお寄

せ下さったら幸いです。それがさらに計算機システム全体を進化させることでしょう。

上で偉そうなことを言ってしまいましたので断っておきますが、私もこの大型計算機センタ ーの単なる

lユーザに過ぎません。私自身、ビジュアリゼー ション的な機能に興味を持っていまして、今年度は是非

使おうと思っています。進化には自然淘汰も付きものですので不安なのですが、それでも計算機の進化に

ー役買っていることに違いないと勝手に確信しています。

お茶でも飲みながら、計算機の明るい進化の未来を語り合いませんか？

ということで、プログラム相談室でお待ちしております。メールもお待ちしております。

それでは、よろしくお願いいたします。
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（自己紹介）

担当窓口：吹田

担当曜日：火曜日 (13:00~15:00) 

f、かぎ f つや

高木達也
satan@gen-i nfo. osaka-u. ac. j p 

大阪大学大学院

薬学研究科・教授

大阪大学大学院薬学研究科の高木達也と申します。専攻は、医薬情報学、計量薬学とい

ったところですが、いきがかり上？分子科学計算用プログラム、 MOPAC、AMOSS、

GAUSSIAN94等に関する相談を受けることが多くなっています。これらのソフ トに関し

ても、あまり難しいことはわかりませんが、初心者の方のお手伝いくらいはできると思い

ますので、特に、これから計算を始めてみようと考えておられる方は、遠慮なく、ご相談

ください。最近は、蛋白質分子全体の電子状態計算が試みられ始めるなど、計算可能な分

子の規模も、一昔前では考えられないほど急速に巨大化してきました。それと共に、出力

される情報も多すぎて、何がなんだかわからなくなってしまうことも少なくありません。

今後は、こうした一連の出力情報をいかにまとめ上げ、現象の本質に迫ることができるか

が重要なポイントになってくるものと思われます。

もちろん、他分野の方もどうぞお気軽にご相談下さい。私がわからなくとも、どなたか、

より最適な相談員の方をご紹介させていただけるかもしれません。

もう、プログラム相談を始めさせていただいてから、 1 5年く らいたつでしょうか。「プ

ログラム相談」そのものも、大きく変質してきました。 15年前にも種々の方式の（広義

の）電子メールは存在しましたし、私も使用していましたが、少なくとも大型計算機セン

ターのプログラム相談を電子メールで行うことはありませんでした。しかし、ご承知のよ

うに、現在では相談の大半は電子メールによるものに自然に移行してきています。 15年

後にはどうなっているでしょうか。ひょっとしたら、 HAL9000のようなコンピュータが

プログラム相談室に鎮座しているでしょうか？

話が脱線してしまいました。古いだけで頼りない相談員かもしれませんが、利用者のみ

なさまと一緒に勉強していきたいと思っております。どうかよろしくお願いいたします。
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担当窓口：吹田

担当曜日 ： 火曜日 (15:00~17:00)

はりま ひさとも

播磨尚朝

harima@sanken.osaka-u.ac.jp 

大阪大学

産業科学研究所・助教授

（自己紹介）

2年近く前のことですが、ファジーを専門にされている方と雑談をする機会

がありました。私が Fortran を使っていると言うと、その方は驚いた表情を

みせた後に、 「もしかして、数値計算をされているのですか」と言われました。

私が、そうですと答えると、なるほどと納得されたような顔になりました。

研究室にパソコンがなく、高級言語といえば Fortran の時代には非数値処

理にも自分で Fortran のコードを書いていました。そのうち、パソコン用の

アプリケーションが充実し、メモリも手軽に増やせるようになると、 Fortran

はおろかコンパイラを使う人も急速に減ったように思います。 そういう私も

1 3年前には会議の参加者名簿を作る時に、 ACOS上の Cを用いましたが、

今は市販のアプリケーションを使っています。

研究においても、以前のようにプログラムを書いている時問は少なくなり、

走らせている時問のほうが多くなってきています。結果はたくさん出て、それ

は結構なことなのですが、すこうし物足りなくもあります。相談に来た方と一

緒にいろいろと工夫する機会を持ちたいと思っています。

大阪大学大型計算機センターニュ ース
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相談窓口：吹田

担当曜日：木曜日 c10:00~12:oo)

みとう t・ かし

三藤尚志
m I to@ap. eng. osaka-u. ac. j p 

大阪大学

大学院工学研究科・大学院生

（自己紹介）

大阪大学工学研究科応用物理学専攻の三藤と申します。

昨年度は通年でプログラム相談を担当させていただきました。今年は、隔週通

年でやらせていただくつもりです。

大型計算機は、未だ一度も取り扱ったことはありません。昨年度の相談員担当

期間中に機会をもうけて、大型計算機に関して学びたいと考えておりましたが、

中途半端に終わることとなってしまいました。残念ながら、今年も研究目的で大

型計算機を使用する可能性は低く、相談室に置いてあるマニュアル等を読む程度

になると思いますが、大型計算機に対する興味は失わないようにしたいと考えて

おります。

相談に対応することができる領域は、 C. Linuxなどです。ネットワークに関し
ては学習中ですが、相談を受けることによって私自身の理解を深めることができ

るという期待がありますので、相談領域に含めたいと思います。

本年度もよろしくお願いいたします。
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（自己紹介）

相談窓口：吹田

担当曜日：金曜日 c15:00~11:oo)

た けち ひでお

武知英夫

x60602@center.osaka-u.ac.jp 

阿南工業高等専門学校

機械工学科・助教授

原稿が読まれている頃には、センター設立以来サービスの中心であった大型汎

用機が開白以来の矛盾に対する非難を一手に背負って解任処分の執行を受けてい

ることと思います。長期間に渡りセンターとの関わりあいのあった私の見る限り、

大型汎用機も未だ任務を全うすることなく退くことになり、口惜しさ極まりなく

万感の思いいかばかりかと察せられます。私も汎用機と一蓮托生ここらでプッツ

ンとも思ったのですが、既に姿婆でも大人気の UNIXへの未練に足を引っ張ら

れた結果、今回もまたプロ相をお引受けする次第です。

前から感じているのですが、現在ネットワークコンピューティングを行ってい

るユーザーの 9割以上がホストを固定している筈です。もしホストを変化させよ

うとすると、使い勝手が超難しくなります。未だネットワークの中に網制御装置

が稼動していないために、人力で網制御装置の肩代わりをする必要があるためで、

以前より一層使いにくいシステムになっている事実があります。ただし、唯ーネ

ットワークの中で巧く機能しているのが、メールとニュースでサーバーがメール

マシーンとか皮肉られるのはこのためです。

なぜこのようなことを申し上げるかといえば、センターに設置するマシンは果

たしてネットワークで利用しやすくなったのか、というユーザーの疑問にセンタ

ーが本当に答えられるのかどうか、センターはもっと努力すべきであると考えま

す。

大阪大学大型計算機センターニュース
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担当窓口：豊中

担当曜日：火曜日 (13:00 - 15:00) 

やました みちる

山下満

myn@phys. wan i. osakaーu.ac.jp 

大阪大学

大学院理学研究科 ・D3

（自己紹介）

私は現在、 KKR・CPAという手法を用いて、主に固体中の電子状態計算（パンド計算）

を行っております。修士課程では、カオスニューラルネットワークモデルを利用して、イジング

スピングラス系のエネルギー最適化を行っていましたが、プログラムのデパッグはPC上で行っ

ていたために、大型計算機センターはあまり利用しておりませんでした。

特にここ数年は、大型計算機センターの利用頻度もめっきり減り、計算は専ら研究室の計算機

(DEC Alpha.)で行っています。しかし、 KKR・CPAバンド計算は、取り扱う系によっては、

手近にある Alpha.マシンでも力不足なため、 SX-4の並列計算の計算パワーに期待をしつつ、利

用してゆきたいと考えています。

私のように理論系の研究室に所属していると、一見、ソフトウェアーに強いと思われがちです

が、実を申しますと、プログラムのようなソフトウェアーを扱うよりも、ハードウェアーを扱う

ほうが、どちらかと言うと得意です。

そのような訳で、プログラム相談員として力を発揮できる相談分野は Fortra.n言語と PC端

末の設定等の限られた部分となってしまいますが、少しでもお役に立てるように頑張りたいと思っ

ています。
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相談窓口：豊中

担当曜日：水曜日 00 : 00~12:oo)

みやけ ひろ ゆき

三宅博之

大阪大学

大学院理学研究科 ・D3

（自己紹介）

大阪大学大学院理学研究科物理学専攻 D3の三宅といいます。昨年

度は豊中地区の火曜日の 10:00から 12:00のプログラム相談員を隔週で

担当していました。

sxなどは普段使用していませんが、研究室の方ではワークステーシ

ョンの管理をしています。ですから、 sxの使い方などについてはほと

んど貢献できないと思いますが、自分のできる範囲で質問に答えてい

こうと思っています。よろしくお願いいたします。

大阪大学大型計算機センターニュース
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担当窓口：豊中

担当曜日：金曜日 (15:00-17:00)

たなか たくお

田中拓男

tanaka@ee.es.osaka-u.ac.jp 

大阪大学大学院

基礎工学研究科・助手

（自己紹介）

基礎工学部電気工学科の田中と申します．
私の専門は，光計測，応用光学で，光を用いたセンサーや計測システムに関する研究を
行っています．計算機は，主に光の電場強度分布や散乱場の計算に使用しておりますが，
昨年のスーパーコンピュータSX-4の導入と今年のACOSに変わる新システムの導入で，い
よいよ本格的に3次元空間での光の場を計算できるようになり，ひとつ大規模な電磁場の
解析にも手を出そうかと考えています．
私自身は，大型計算機そのものを扱った経験は少ないのですが，プログラミングに関す
る事では， FORTRANやC, C++について幾分かの経験があるのと， UNIXや電子
メール等に関しては少し経験がありますので，少しはお役に立てると思います．
また，計算機センターの役割は，大規模な計算システムを提供する以外に，各種の可視
化ツールの提供や，高価なカラープリンターなど出力機器の提供も大きな役目であると考
えております（豊中地区に無いのが不満なのですが）．このような可視化ツールや出力機
器に関しましても，若干の経験がありますので，何かお役に立てる事もあるかと思いま
ず
もし，何か計算機を使っている上でトラプルに遭遇しましたら，気軽に相談室にいらし
て下さい．
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曜
日
・
時
間

本
哩
日

金
墜
日

10
時
-
1
2
時
1
13
蒔
-
1
5
蒔
15
蒔
-
1
7
蒔
10
蒔
-
1
2
蒔
13
蒔
-
1
5
蒔

15
蒔
-
1
7
蒔

氏
名
・
所
属
大工
一＝
学阪
藤大研
究
尚
科
志
I
 
l
 

機阿
武械
南
I知腎丑英

•轍役
夫

紐戸
9墾
;jI
 

接
合
科
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専
門
分
野
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野
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②
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．
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②
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①
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③
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⑤
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蒔
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蒔
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蒔
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蒔
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蒔
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